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年をとっても介護が必要になっても、住み慣れた地域で暮らし続けていく。
そのために必要なケアは一つだけではありません。むしろ身体のケア、心のケ
ア、生活のケアなど、いくつもの方向からのケアが同時に必要とされることさえ
少なくありません。
しかも、それらのケアは病院、介護保険の事業者、役場などさまざまなところ
から、異なる方法で提供されていますが、ケアを必要としているのは同じ一人
の人間です。
地域の多様なケアが、必要とする人を中心に組み立てられ、円滑に持続し
ていく仕組み。それを私たちは利用者の立場からの願いも込めて

と呼ぶことにしました。

埼玉県は人口当たりの医療機関数・ベッド数、看護師数など医療の各種指
数では常に全国最下位グループに属しています。 その中でも私たちが活動
の基盤としている県北部は秩父山塊の麓に位置し、農林業が基幹産業であっ
た地域です。それだけに過疎地も含まれますし、高齢化率も県平均を上回って
います。
私たちは介護保険スタートとともに活動を続けてきて、こうした地域だからこ
そ、生活をサービスに合わせるのではなく、

を作っていくことが必要だと痛感してきました。

それには、サービスを提供する側と利用する側とが力を合わせていかなくて
はなりません。互いの専門分野・職種、立場を超えて地域の課題を共有し、活
動の目標を確認できるようにすることも必要です。

その方法を模索し始めていたところ、幸いなことに、「財団法人　在宅医療
助成勇美記念財団」の助成を得ることができ、2年間にわたってケアをシステム
としている先進事例の調査やヒヤリングを積み重ね、

をまとめることができました。この冊子は、その「指標」を土台にして編
纂したものです。

関連する法や制度はこの2年間で大きく変化しました。この冊子を手にとっ
てくださった皆さまによって今後それらを反映させ、より一層地域の実態にそく
した「指標」としていっていただけるならば望外の喜びです。
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ケアにかかわっている地域のさまざまな立場の

方の実践やご意見をもとにして地域の「トータルな

ケア」を実現するために必要な項目を、サービスを

利用する立場でまとめました。各項目に優先順位

はありません。

実際に作成した「指標」は400項目以上にのぼり

ましたが、この冊子にはより身近なもの、より実現

性が高いものを抜粋しました。

地域のケアを成り立たせている役割により、下

記のような５つの分野を設けました。

その役割についてはそれぞれのページに表記し

ました。

あくまでも「指標」を考えていただくうえでの便宜

的な分類です。



●機関・団体・事業所が地域のケアに果たす役割

を見直し、再確認する。

●トータルなサービスを実現するために解決すべ

き地域の課題を考える。

●サービスの提供を通じて住民とともに「協働」し

ていく手法を探る。

「地域ケア」を考えるうえで不可欠な役割があり

ながら、新設されたばかりの制度で馴染みの薄い

もの、地域での役割があまり認識されていないも

のなど、次の用語について解説を加えました。

在宅療養支援診療所／在宅医療廃棄物／認知症サポ
ート医／認知症の人と家族の会／緊急対応依頼事
項／社会福祉協議会／民生委員／商工会議所・商工
会／生活協同組合

04 − 5

11 13 15

06 − 7

08−10

12−13

14−15
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※11ページ
「用語解説①」

※11ページ
「用語解説④」

※11ページ
「用語解説③」
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※11ページ
「用語解説⑤」
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※11ページ
「用語解説②」
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※13ページ
「用語解説①」
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※13ページ
「用語解説②」



※

1
a

b

c

2
a

b

c

d

3
a

b

c

d

a

b

c

d

※

1
a

b

2
a

b

14

※15ページ
「用語解説①」

※15ページ
「用語解説②」
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より詳細な指標をご覧になりたい方は、当団体ホームページをご覧ください。
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財団法人

（在宅医療の手引き・体験者の感想、各種助成事業の成果物など掲載）
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